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戦前期岡山県物産県外移出入状況
神 立 春 樹’
??はじめに
物産県外移出入部門別の推移
物産県外移出入地域別の推移
大正3年物産県外移出入状況
　1　はじめに
　本稿は，大正初期を主とした対象時期とする戦前期岡山県の物産県外移出入状況の検討
を内容とするものであるが，この本稿での筆者の意図はつぎのごとくである。
　第一に，これまでに筆者があきらかにしてきた戦前期岡山県の産業構造の特異性を，こ
の物産県外移出入の部門別状況ということから改めて確認しようということ，第二に，同
’じくこれまで検討してきたところの，岡山県における近代産業の展開にともなう地域的編
成を，この物産県外移出入の地域別状況ということから，これまた確認していくことにあ
る。
　以上のごとくに，本稿はこれまでに筆者が行なってきているところの，岡山県における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）近代産業の展開とそれにともなう地域的編成をあきらかにすることを意図した一連の検討
と同一の問題関心からの物産県外移出入状況についての検討なのであるq
　ところで，このような一府県の物産県外移出入状況という，それ自体としては決して複
雑とはいえないことがらを把握するということは，一見きわめて容易なことのようにみう
けられるであろうが，実際には容易ということではなく，むしろ大いに困難なことがらな
のである。このことを行なうためには，資料的には各府県の『府県統計書』に記載された
物産県外移出入統計によらぎるを得ないのであるが，この物産移出入統計の各府県の『府
一39一
340
県統計書』における記載は各府県によって異なり，むしろ欠落している場合が多いのであ
　C2）
る。このようななかで，この岡山県の場合は，きわめてよく整備されたものとなっている。
すなわち，岡山県の物産県外移出入については，明治30年度から再び刊行される『岡山県
統計書』には昭和戦前期にいたるまでのいずれの年度においても把握・記載されていること，
それは種目別に把握・記載されていること，がまずそのひとつである。また，明治32年から
は移出入地方別統計が記載されていること，さらには明治37年から大正3年までは地方別
種日別統計があること，これが第二である。このことによって明治30年から昭和戦前期ま
での全期間を通じて物産県外移出入状況をその総額においてのみでなく，品目別構成，地
方別構成において検討できるものとなっている。さらに，『県統計書』を欠く明治20年代
についても，少くとも筆者がこれまでに閲覧することのできた第13回（明治23年度）以降
の「岡山県勧業年報』（およびその改題である『岡山県農商工年報』）においては，いずれ
の年度にも県外移出入品目別があり，また地方別も明治23年置24年，28年についてあり，
さらに後者の地方別は『府県統計書』では欠けていた明治30年，31年についても両年度
の『農商工年報』には記載されているので，『県統計書』の記載をこれによって補い得
るのである。かくして，この岡山県の場合は，長期にわたっての検討が可能となるので
ある。本稿は，このような資料状況にもとづいて岡山県という一月の物産移出入状況の検
討を行なうものであるが，これは，これまでほとんど検討されることのなかった府県レベ
ルでの物産移出入状況の検討の一例という意味をもつものといえるのである。本稿では上
述の二点の確認を行なうためのものではあるが，この物産移出入状況は，商品流通，交通
の展開を検討していくうえでの前提としても，また県民の消費生活の推移をあきらかにし
ていくうえでも不可決のものであって，今後はこのような生活史レベルをも含めた多方面
からの検討が行なわれていくようになると思われるのである。
2　物産県外移出入部門別の推移
　まず，この間の物産県外移出入状況を移出入価額の推移によって概観しよう。第1図は
明治23年から昭和10年のあいだの移出入価額の推移を図示したものである。この間には日
露戦争後の不況や第1次大戦当初のそれ，第1次大戦後の恐慌，昭和恐慌時の価額のおち
込みや，第1次大戦中の異常な増大などの大きな波があるが，この間における県外移出入
の増大は著しい。明治23年の移出額5，649，337円，移入額4，331，297円は，昭和10年には
移出額236，545，615円，移入額255，726，217円となり，この間にそれぞれ41．9倍，59．0倍
となったことになるが，これはこの間の物価水準の上昇を勘案しても著しい伸びといわざ
るを得ない。こころみに，後にみるように重要な移出品であった米（1石）と繰綿（60kg）
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第1図　岡山県物産県外移出入額の推移
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註1）各年度の『岡山県統計書』より作成p
　　　『岡山県農商工年報』より作成．
ただし明治23～29年は『岡山県勧業年報』または
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について，卸売価格（東京〉のこの間の推移をみると，それは，米3．3倍，繰綿2．3倍であ
ってi3）上述のこの間の移出入額の増大はきわめて著しいといわざるを得ない。
　つぎに隔年の移出入収支をみると，移入類が移出額をうわまわるのは，明治24年，26年，
30年，34年一・39年，大正3年，12年，昭和2年，8年一・10年間あり，そのほかの年度はす
べて移出額が移入額をうわまわっている。すなわち，この岡山県の物産県外移出入状況は，
いくつかの年度をのぞいて多くは移出超過であって，基本的には物産移出型といえる。た
だし総じて移出額，移入額のひらきは小さく，価額的には比較的バランスがとれていたと
いえる。
　以上のごとき推移をみせたこの間の岡山県の物産県外移出入の部門別状況をみていぎだ
い。第1表は明治42年ならびに大正3年を軸として前後5年ごと，ならびに利用すること
のできた最初の年度の明治23年について部門別構成を示したものである。この表に示した
第1表　物産県外移出入部門別構成の推移 （e／o）
”月治23年明治27年明治32年 明治37年 明治42年大正3年 大正8年大正13年昭和4年昭和9年
普通農産物 44．2 36．2 29．0 24．5 29．62 ．7 22．3 14．6 12．4 10．3
水　産　物 7．3 3．6 2．2 5．6 2．8 3．0 1．3 3．8 2．8 4．4
飲　食　物 4．2 9．1 3．1 5．3 4．3 3．8 2．6 8．9 6．8 、5．2
織物及同製品 3．3 5．7 2．3 6．7 8．7 10．O 12．2 10．810．1 16．0
糸類及綿類 20．4 23．0 22．5 18．1 26．9 23．9 32．9 24．0 21．4 17．6
金属転置製品 2．1 4．6 6．6 9．Q 4．9 9．1 4．6 6．6 4．0 3．8
?????????
編物及其原料 1．6 11．9 13．8． 6．7 9．7 4．8 6．9 7コ 4．1 3．9
油類及燃料 2．1 0．08 0．65 1．7 1．7 1．1 2．0 1．4 1．2 1．6
肥　　　　料 5．9 0．04 2．ユ 0．3ユ 2．9 3．3 L5 1．6 3．3 2．6
家畜・家禽 0．58 　 0．39 皿 一 ｝ 0．58 ユ．7 1．6 L4
其他雑品 10．婆 5．9 17．4 22．3 8．6 14．5 13．2 19．532．6 33．3
合　　　　講十 100．0 100．0 100．0 100．O lOO．0 100．0 100．010 ．O 10C．0
普通農産物 29．5 20．0 25．018．9 11．6 3．9 7．5 13．9 8．3 5．4
水　産　物 6．2 4．9 2．5 3．5 4．5 4．1 8．1 5．0 5．7 6．6
飲　食　物 3．8 11．6 4．3 4．6 4．9 3．5 2．9 7．6 4．5 5．3
織物及同製品 13．7 n．1 13．3 8．5 9．9 6．5 12．19．1 6．6 8．2
糸類及綿類 15．8 24．5 17．215．8 28．1 40．6 41．8 20．8 19．8 23．2
??????????
金属及同製品 L9 ? 3．2 1．1 L8 5．0 2．6 12．7 5ユ 5．6
編物及其原料 O．03 0．54 己0，81 0．48 O．2 Q．32 0．16 0．15 0．08 0．08
油類及燃料 4．6 9．6 3．8 12．8 6．78．2 6．0 6．4 7．1 8．2
肥　　　　料 12．2 8．0 13．6 9．4 11．5 9．4 7．9 5．3 9．2 7．3
家畜・家禽 0 一 0．04 『 一 一 0．44 1．1 0．74 0．59
其他雑品 12．3 9．9 13．．4 24．6 20．7 18．4 10．7 18．033．0 29．5
合　　　　，汁 100．0 100．0 100．0 100．G 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0100．
註1）各年度『岡山県統計書』より作成，ただし明治23，27年は第13回，第17回の『岡山県勧
　　業年報』より作成．
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年度につい．ていえば当初の明治23年からすべての年度の品目別移出入が記されているが，
明治37年からはさらにそれを本表の普通農産物から肥料までと其他雑品の10部門に分類集
計してあり，大正8年からは家畜・家禽が加わったものとなっていて，本表はこの分類に
したがって部門構成を示してある。明泊23年から32年までは品目別のものを明治38年以降
の分類にしたがって集計したものである。部門別に集計するにしても，そもそも品目名そ
のものが明治37年以降の品目名とかなり異なっているので，明治32年までと明治37年以降
とは各部門に含まれる品目に相違のあることはさけられない。しかし，そうではあるがこ
のように明治32年から昭和戦前期までという長期にわたる時期の移出入をほぼ同一の部門
分類にもとづいて把握・記載していることはきわめて少ないであろうと思われる。
　さて，部門別構成の推移をみていこう。これまでに，その年度の工業構成の特徴をみた
うえで，この物産移出入状況の特徴を明治42年についてみたことがあるが，ここでもこの
明治42年の特徴を軸にして，前後の推移をみでいくこととする。はじめに移出についてみ
る。明治42年の県外移出は普通農産物が29．6％で最大で，ついで糸価及綿類26．9％，編物
及其原料9．7％，織物及同製品8．7％，其他雑品8．6％であり，以下金属一同製品，飲食物，
肥料，水産物，油類及燃料となっている。この年の移出中の最大のウェイトを占める普通
農産物についてその前後をみていくと，明治37年は24．5％とやや下まわるが，32年29．0％，
27年36．2％，明治23年には44．2％というように，さかのぼるほどに大きくなっている。他
方，大正3年には26．7％，8年には22．3％，昭和4年には12．4％，さらに昭和9年には10．3
％にすぎなくなっているというように，時代がさがるにつれて，そのウェイトは低下してい
るのである。大正8年には綿類及綿類より小さくなり，昭和9年には織物及同線品よりも
小さくなっているのである。明治42年に普通農産物につぐ26．9％を占めていて，大正8年
には普通農産物をうわまわった糸類及山畑は，明治23年にはすでに20．4％を占め，以後
23．8％，22．5％，18．1％を占めているというように大きなウェイトを占めているが，最も
たかまるのは明治42年から大正8年である。その後も大正1．3年に24％を占め，以後21．4％，
17．6％と大きく，いずれの年度も最大部門であるが，そのウェイトはやや低下している。
明治42年に9．7％を占めていた編物及其原料は，それ以後も4．8％，6．9％，7．1％，4．1％，
3．9％というように，低下しながらも一定程度のウェイトを占めているが，しかし明治37年
は6．7％とやや小さいとはいえ，明治32年は13．8％，27年も11．9％というように，さかのぼ
るほどにそのウェイトはたかい。ただし明治23年は僅か1．6％であり，この年から27年に
かけて増大が著しく，ひきつづく32年への増大とあいまって，明治20年代末・30年代はじ
めを最大とするものとなっている。明治42年に8．7％を占めた織物及同製品はそれ以前に
さかのぼると，明治37年6．7％と小さくなり，さらに2．3％，5．7％，3．3％というようにジ
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グザグはあるが，さかのぼるほどに・」・さくなる傾向があり，他方，大正3年以降は10．0％，
！2．2％，10．8％，10．1％，16．0％というように途中やや小さくなるが，大きく増大してい
て，昭和9年には普通農産物をうわまわり，首位の糸類及潮目をわずかに下まわる程度のもの
となっているのである。金属及同製品は昭和期にも4．0％，3．8％というように一定程度あ
るが，しかし明治32年6．6％，37年9．0％，42年4．9％，大正3年9．1％というように明治後
期から大正期にかけてそのウェイトが最もたかまっている。飲食物は明治27年を9．1％をピ
ークとするが，大正13年も8．9％であり，ジグザグをたどりながら一定程度のウェイトを占
めている。肥料も明治23年が5．9％を最大とするが，ジグザグをたどっている、水産物もまた
明治23年が7．3％で最大であり，以後ジグザグをたどる。油類及燃料，家畜・家禽は微小
である。明治42年に8．6％を占める雑品は明治37年に22．3％を占めるなど明治期にも大き
い年があるが，概して後年にいたるほどに大きなウェイトを占めるようになっている。こ
の雑品には多様なものが含まれているが，昭和9年には最大の糸類及綿類，大正3年まで
最大を占めてきた普通農産物のウェイトが低下していることとあいまって，物産移出が多様
化していることを示しているといえよう。
　以上が部門別状況であるが，ここで主要品目別状況をみよう。第2表は同様の年の移出
品上位10品目を示すものである。明治42年には米が最大で25．4％，ついで綿糸21．9％で，
以下，綿布及同製品5．6％，生糸4．9％，銅4．8％，花莚3。9％，絹布及同製品2．9％，入造
肥料2．7％，麦口回経木真田紐2．5％，洋紙2．3％となっている。米が普通農産物の，綿糸，
生糸が綿糸及綿類の，花莚，麦桿及経木真田紐が編物及其原料の，綿布及同製品，絹布及
同製品が織物及同製品の，それぞれのたかさをもたらすものとなっているのであり，また
金属及同製品に属する銅がたかく，また肥料に属する人造肥料もたかい。この年には8，6％
の雑品があったが，そのなかで最も大きいのは洋紙である。こ．の年の最大の米は大正3’N
までのいずれも第1位であって，明治21年には41．1％を占めている。第1表でみた普通農
産物の大きさはこの米のそれによっているのである。しかしこの米は大正8年には綿糸に
つぎ，昭和4年にはさらに生糸につぐものとなり，昭和9年には綿布及同製品，綿糸につ
ぐ，しかもわずか6．6％にすぎないものとなっている。さきにみたこの時期の普通農産物
の趨勢はこの米によってもたらされているのである。この米につぐ綿糸は大正3年までは
ほぼ米につぐが，大正8年には首位となる。しかし昭和9年には綿布及同製品にとって
かわられる。さきにみた綿糸及綿類，織物及同製品の動きはこれらによってもたらされて
いるのである。このほかでは明治27年，32年に著しい編物開口原料のたかさは花莚，麦桿及
経木真田紐によっているのであり，また，明治23年の水産物のたかさは食塩に大きくよっ
ている。雑品は明治32年，37年に大きく，また昭和期には30％台という大きさになってい
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たが，はじめは煙草がその首位であり，後年では煉瓦，材木，洋紙足袋，．煙草，鉱石等
が主なものとなってきているρ
　以上の部門別，品目別移出状況はまさしく岡山県の農工構成，工業内部の部門構成にみ
られる特徴を反映している。まず，この岡山県は農工構成では工業のウ土イトはたかくな
るが，戦前期を通じて相対的には農業県であることであった。工業の部門構成ではいわゆ
る重化挙工業の展開はよわく，軽工業中心であること，後者のなかの繊維工業のウェイト
が圧倒的にたかく，また雑工業のウェイトも相対的にたかいこと，であった。繊維工業で
は特に綿糸，綿織物，それに生糸がいずれもたかいが，特に前2者は岡山県の特徴をなす。
雑工業では当初からの花瓶・麦桿真田に加えて，足袋等があらわれてきて，これらの存在
が特徴をなしていた。飲食物工業では酒造がその最大で，また煙草製造も一定のウェイト
があった。他方，重化学工業が未展開のなかで，化学工業が一定程度のウェイトを占めて
いたが，それは窯業，特に煉瓦，陶器であった。その統計的把握は必ずしもなされていな
いが，特別工業に属す精錬のなかでは銅が一定のウェイトを占めているはずであった。こ
のように大づかみにみた岡山県の産業構成の特徴と，ここにみた物産移出状況とを対比す
ると，ここでみた移出状況は産業構成に相応的であるといえるのである。しかも戦前期を
通じてみられたこの間の推移とも相応的となっているのである。
　つぎに県外移入についてみよう。明治42年の最大は糸類及綿類の28，1％，ついで普通農
　　　　　　　　　　産物11．6％，肥料11．5％，織物中隔製品9．9％，油類及燃料6．7％で，以下，飲食物4．9％，
水産物4．5％，金属及同製品1．8％，編物及其原料0．2％となる。其他雑品と一括されるも
のは20．7％である。この年に最大の糸類及綿類は，明治23年にすでに15．8％を占めており，
明治27年には24．5％にも達するが，大正3年，8年には実に40．6％，41．8％に達している
のである。その後，低下していくが，昭和9年にいたるも23．2％を占めている。その中心
は後にみるように繰綿である。明治42年には糸類及綿類につぐ11．6％にとどまっている普
通農産物は明治23年目は29．5％と大きなウェイトを占めていて，以後の大正・昭和期に
なるとそれは低下するものの明治期には主要な移出品であった。明治42年に11．5％の肥
料は，明治23年に12．2％を占めていて，以後ジグザグをたどりながら終始一定程度のウェ
イトを占めている。織物八戸製品は明治42年に9．9％であるが，明治23年の13．7％を占め
ていて大きく，漸次低下していく傾向にあるが，昭和9年にも8．2％を占めている。油類及
燃料は明治42年に6．7％であるが，これは明治23年の4．6％からジグザグをたどりながら増
加し，以後もその傾向がつづき，昭和9年の8．2％に増大している。金属及同製品はその
ウェイトは小さいが，それとほぼ同様の傾向をたどっている。飲食物と水産物は前後を通
じてやや増大傾向をたどっている。このほか，移出では一定程度の大きさのあった編物及其
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年2表　主要移出品の推移 （e／o）
明治23年 明治27年 明治32年 明治37年明治42年 大正3年 大正8年 大正13年 昭和4年 昭和9年
品　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率
1 米』 41．1 米 29．0
?
23．6
?
．17．8
?
25．4
?
19．7綿　　　糸 27．5綿　　　糸 17．7綿　　　糸 10．1綿布及同製品 14．5
2 綿　　　糸 17．0綿　　　糸 16．9綿　　　糸 19．9煙　　　草 14．8綿　　　糸 2L9綿　　　糸 15．8 米 16．0 米 9．6生　　　糸 9．2綿　　　糸 12．4
3 食　　　塩 3．8華　　　莚 10．5麦桿真田紐 13．8綿　　　糸 14．5綿布及同製品 5．6 銅 7．7綿布及同製品 8．5綿布及同製品 8．6 米 8．3 米 6．6
4 ? 2．6 銅 4．6 銅． 5．9　　銅 8．9生　　　糸 4．9綿布及同製品 6．9 麦 5．6生　　　糸 4．3綿布及同製品 8．2生　　　糸 3．8
5 銅 2．2
?
4．6
? 3，1護桿詰経森 4．9 銅 4．8生　　　糸 5．8生　　　糸 3．0足　　　袋 4．2醤　　　油 6．5煙　　　草 3．6
6 刻　　　英 2．2 酒 4．1花　　　莚 1．9食　　　塩 3．2花　　　莚 3．9 麦 4．8煉　　　瓦 2．8清　　　酒 3．5煙　　　草 5．5煉　　　瓦 2．8
7 古　　　着 2．0生　　　糸 3．5鮮出羽鱗 1．8絹布及同製品2．6絹及同製品 2．9人造肥料 3．0畳　　　表 2．6
?
3．3清　　　酒 3．2
?
2．2
8 生　　　魚 1．9呉服太物 3．3呉服太物 1，7綿布及同製品2．1人造肥料 2．7絹布及同製品 2．5
?
2．1煙 草・3．3 金属製機械翻 3．1清　　　酒 ．2．1
9 塩　干　魚 1．5醤　　　油 3」畳　　　表 1，6　　麦 2．0麦言及経木^　　田　紐 2．5花　　　莚 2．5材　　　木 1．9金属製機械三具 2．7鉱　　　石 3．0鉱　　　石 2．0
，10 繰　　　綿 1．4木　　　綿 2．5
?
1．4生　　　魚 1．9洋　　　紙 2．3清　　　酒 1．5洋　　　紙 1．7 銅 2．4
?
2．9人造肥料 L8
註1）第1表と同一一一・書より作成．
第3表　主要移入品の推移 （％）
明治23年 明治27年 明治32年 明治37年 明治42年 大正3年 大正8年 大正13年 昭和4年 　　辱ｺ和9年
品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 上ヒ．率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率 品　　目 比率
1
?
26．1繰　　　綿 15．6 米 21．1煙　　　草 14．9繰　　　綿 24．0繰　　　綿 34．6繰　　　綿
?．?
繰　　　綿 13．4繰　　　綿 6．ユ 繰　　　綿． 11．8
2 繰　　　綿 10．0 米國 10．9呉服太物 12．8
?
13．2 米 8．7石　　　炭 5．3綿　　　糸 7．9
?
6．5石　　　炭 4．1石　　　炭 5．5
3 綿　　　糸 5．4呉服太物 7．7鮭粕羽鮭 11．0繰　　　綿 12．2絹及同製品 6．7人造肥料 3．9
?
6．5 銅 5．4人造肥料 4．0綿　　　糸 5．0
4 綿　織　物 5．1綿　　　糸 7．5繰　　綿 8．4石　　　炭 10．6鮭幽閑羽鮮 5．0絹及同製品 3．6生　　　魚 6．5綿　　　糸 4．8綿布及同製品 3．9綿布及同製品 4．9
5 呉服物類 4．4 酒 5．1綿　　　糸 6．2鮮粕羽鱗 5．9石　　　油 3．8綿　　　糸 3．3綿布及同製品 5．6綿布及同製品 4．8 米 3．7煙　　　草 3．4
6 洋反物類 3．9石　　　油 4．9砂　　　糖 3．3絹布及同製品 5．6材　　　木 3．7綿及同製品 2．3
?
3．8 麦 4．ア生　　　魚 3．6生　　　魚 3．1
7 生　　　魚 2．7石　　　炭 4．7材　　　木 3．0砂　　　糖 3．3綿　　　糸 3．3石　　　油 2．3人造肥料 3．6石　　　炭 4．2金属製機械器具 3．0材　　　木 2．8
8 砂　　　糖 2．7砂　　　糖 3．7生　　　魚 2．9石　　　油 1．9人造肥料 2．8材　　　木 2．3石　　　炭 3．6絹布及同製品 3．8材　　　木 2．5金属製機械誤 2．8
9 ? 2．6醤　　　油 3．6和洋小間物 2．9綿布及同製品 」．．8 綿及同製品 2．7
?
2．0絹布及同製品 2．5金属製機械器貝 3．1
?
2．5塩　干　魚 2．7
10材　　　木 2．1 藍 2．3
?
2．2塩　干　魚 L6石　　　炭 2．6砂　　　糖 1．9腓柏羽緋 2．1煙　　　草 3．0大　豆　粕 2．2人造肥料 2．4
註1＞第1表と同一書より作成．
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原料はきわめて小さく，また家畜・家禽もとるにたらない。多様な内容からなる雑品は終
始そのウェイトは最小でも9．9％で小さくなく，しかも後年には30％前後にまで増大してお
り，移入品の多様化をみることができるであろう。
　以上は部門別構成であるが，ついで主要品目別状況をみよう。第3表は同様の年の移入
品上位10品目を示すものである。明治42年に繰綿が24．0％を占める。この繰綿は大正3年
には実に34．6％を占め，また大正8年も30．1日目あり，それ以後も移入品が多様化するな
かでそのウェイトを低下せしめながらも最大の移入品となっている。明治42年以前も主要
移入品である。主要な移出品であった綿糸製造の原料である。明治42年について他の主要
移入品をみると，それには米，絹布及同製品，綿布及同製品という消費品があるが，それと
ともに鮭粕及羽鮮，石油，人造肥料，石炭，材木，それに最大の繰綿とさらに綿糸という，
農業および工業の原材料・資材が多いことが目につくであろう。米は移出町中の，特に明
治30年目は10％から20％台を占める主要なものであるが，同時に多量の移出をしていて，
これは移出品である。絹布及同製品，綿布及同製品のうち前者は岡山県での生産はなく，
明治32年までの呉服物類，あるいは呉服太物のうちの呉服から大正13年までの絹織物及
同製品として，主要な移入品となっている。綿布及同製品は，明治27年，32年の呉服太
物の太物をも含めて，全期間を通じて主要品目となっているが，これは明治37年から以後
はすべての年度において移出超過IZなっている。最大の移出品であること先にみたところ
である。最大の大衆的消費品であってその嗜好からの移入も少くないであろう。消費品と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tしては，この聞には砂糖，生魚，塩干魚，煙草，麦がいくつかの年度にわたってあるほか，
洋反物類，酒，醤油等があらわれている。生産のない砂糖の移入は当然として，海に面し
ておりながら魚類は多くの年度に移入超過であり，また多くの生産のある煙草の移入も大
きい。他方の生産資材，原材料品についてみると，それは農業用のそれと工業用のそれと．
になる。人造肥料，鮭刺羽緋が主要移入品であり，それにある年には大豆粕が加わる。岡
山県の農業の発展を支えるものとなっている。繰綿についてはすでにみたが，このほかで
はいくつかの年度に綿糸がでてくる。しかし綿糸は移入があるとはいえ，それは主要な移
出品であって，そのことをかえるようなものではない。このほかでは石炭・石油，それに
材木が主要移入品となっている。前者はもちろんすべてが工業用ではないが；近代工場で
の燃料の部分が大きいであろう。材木も建築資材，造船資材等として移入されているであ
ろう。
3　物産県外移出入地域別の推移
前節においては物産県外移出入の部門別品目別状況をみてきたが，本節では地域別状況
一47一
348
をみていく。ところで，この地域別状況の把握であるが，この『岡山県統計書』には，主
要県外出荷・入荷個所ごとを内容とする県外移出入地方別という項目があり，主要地（港，
駅，あるいは単に市町村）についての県外移出入が記載されている。第4表はそれら個所
を所在郡別に集計して作成したものである。これによって検討していく。
　明治42年の県外移出入の最大の地方は浅口郡であって全体の22．3％を占める。ついで岡
山市が21。8％，以下，都窪郡10．7％．C児島郡8．5％，久米郡7．1％，小田郡6．4％，苫田郡
5．4％，上道郡5．0％となる。このほかでは邑久郡3．2％，吉備郡2．7％，和気郡，後月郡，
上房郡，赤磐郡がそれぞれ1％台であって，他の諸郡はみな1％未満である。明治42年は
山陽鉄道と中国鉄道岡山・津山口間（当時の津山駅は今日の津山口で久米郡に属する），
第4表　物産県外移出入地域別構成の推移 （％）
明治23年 明治32年 明治42年 大正8
?
昭和 4
?
移出 移入 移出入 移出 移入 移出入 移出 移入 移出入 移出 移入 移出入 移出 移入 移出入
岡山市 27．132．029．929．5 37．9 33．514．6 29．02L819．932．025．3 17．0 25．1’20．7
御津郡 G．28 0．35O．32 一 一 一 0．46 0．05 0．35 0．290．410．35 0．47 0．330．41
赤磐郡 一 一 一 O．850．140．5ユ 2．0 0．291．1 L3 0．240．821．2 0．270．79
和気郡 G．811．611．3 王．8 0．47L2 2．7 L1 1．9 7．5 5．0 6．4 5．6 2．6f4．3
邑久郡 2．0 L2L50．681．230．943．ユ 3．3 3．2 2．4ユ．3 ユ．9 0．46o．880．65
上道郡 39．727．029．5 5．ユ 2．7 4．0 5．7 4．3 5．0 2．5 3．7 3．1 ユ．6 1．7 1．6
児島郡 9．7 6．7 8．Ω 4．5 10．9 7．6 9．0 7．2 8．5 15．217．7 16．333．039．035．8
都窪郡 8．6 4．9 6．5 10．4 7．4 9．G 12．9 8．4 10．715．3 9．3 12．6 6．9 4．5 5．8
　内倉敷
浅口郡
小田郡
後月郡
吉備．郡
．と房郡
川上郡
阿哲郡
8．6　1　4，9　1　6．5　110．4
10，8　118．1　114．9　128．7
7．9　　8．1　　8．0　ユ1．5
一　　　一　　　一　　1，1
7 　1　9．0　112．9　1　8．4　［10．7　lll，5　1　8，7　ilO．3　1　4．0　1　2．5　1　3．3
25．6　i27．2　i15．5　129．1　122，3　116，0　117．0　II6．4　112．9　112．0　］12．5
ユユ．0　1ユ．3　　4，9　　8．ユ　　6．4　　4．4　　6．7　　5．4　　6．2　　8．7．　7．3
－　1　一　11．7　i1．1　11，4　11．4　10．911　1．2　13，1　12．2　12，7
0，081　e．621　4．4　1　1，1　1　2．7　i　1．4　1　O．171　e．861　1．4　i　O．34［　O．91
一　1　一　1　1，5　1　O．831　1，2　i　O．841　O．941　O．89i　3．0　1　O．45［　1．83
一　1　一　1　O，111　O．181　O，14L　O，081　O．10F　O．09　P　O，36［　O．21［　O．29
一　1　一　1　O，OOI　O．19i　O．101　O．101　O，57i　O．311　一　1　一　1　一
真庭郡
苫田郡
　内津山
．勝田郡
英田郡
久米郡
一　j　O．21
－1　5，3
－1　5，3
一　L　O．37
0．37　　0．28　　0．42　　0，92　　0．67　　0、5ユ　　0．41　　0．46　　3，0　　　0．49　　ユ『9
1．8　1　3．6　1　7，7　1　3．1　1　5．4　1　4，9　1’　1，4　1　3．3　1　2．7　1　O．891　1，8
1・8　1　3・6　1　7・7　1　3－1　1　5・4　1　4・9　1　la4　1　3・3　1　2・6　1　O・881　1・8
一　1　一　1　o，021　o，021　e．02i　o．131　o，041　o，ogl　o．oll　o．eol　o，ol
O．381　O．371　O．581　3．4　10．461　O．581　O．171　O．401　一　1　一　1　一
一　　　一　 12．6　　1，5　　7．1　　5，2　　2．0　　3．8　　ユ．0　　0．29　0．69
全　　　県　100．0100．0100．010σ．0ユOO．0100．0100．Oエ00．0100．0100．0100．01σ0．0エ00．0100．0100．O
註1）第1表と同一書より作成．
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同周LlJ一総社問がr均通しTyv.粟してい5按掩であるが,地方別移出人状況はこの鉄道取設串
川)
†かこ大きく左右されていることはいうまでもない｡それと渚の所在地方が大きを移出大地
となっている｡このように地域別状況Ei供述駅や棒の所在状況によって大きく左右される
ことはいつまでもをいが.しかした1=+このよっをことのみによるのではなく,その地域の
物産状況によって規定されることはこれまJLいうまでもないであろラ.この点E=ついての
頗肘は強にゆずるとして.ここでは地方別 (郡別)初出人肌収の推移をみていこう｡
明治,12年に召位を?製口郡にゆずっているr軌IJ市であるが,この岡山市のウェイトはそれ
以前はいっそうたかい｡明拍23年には299%であり.32年には336%であって,鎖大の典
敵地であった｡そしてその後はそのウェイトを次第に低下せしめているのである.,明治23
年にはこの岡山許とほぼ同 じウェイトを占めてい/_上道郡はそれ以後にiil過にその地
位を低下せしめてしさる.明治23年の山陽収各駅が岡LL県下で閑菜するにともか 鳩 大の出
7pT地やあった｣二j且郡はこのような他社の低下をみせるにいたっているのであるo小田郡も
当初の81%から増派をみせながら次第に低下していっているのである｡このよっを吉古郡E=
みちtl_るIA向l:対して児島瓜のそれはかなr)共%っている｡ここL二は当TJよりここに所在
するいくつかの港からの移出やここへの参入があったもののL)Jl治42年までげその伸びは著
しくないが,大正8年には163%.昭和4年には358%というようE:祭しい州火をみせて
いる｡このrLJlの明治43年には宇野碑が開通してこの児瓜郡を縦断するのであるが この字
軒森の明達にともクう沿線各駅からの移.T.人の憎≠こ力′あり またこれと丁重括Lた宇野滝の
急速%伸びがあっI=ことによるのである｡これらのはかでは和気鮎がそのウエイトは小さ
いながら沓英Lこ増大していること.当17)からh-{かに15%と大きくないとはいえ移出人の
あっ七色久RBがそC)後微小になっていくこと,県北C:中心津山の所在する苫田鮒が一時そ
のウェイトをf=かめながら席小していくこと,中国鉄道が現在の粋山口駅 (ここが当時の
津山釈)でとどまっていた段階での久米tBの大きさはその後Gyt速に低 Fしていることなど
をあげることができるであろう｡
以上のごとき地方別推移はすでにみたようL=そこに所在する主要移出人地の推移の縫架
によるものであった｡第5卦 よこの土質地の推移を示すものである｡明拍23年という王だ
LJ陣投が県下を開通していない時期rあるが この年の最大の移出入地は同山巾であり.
ここが約30%を占めている｡これにつく′のが西大寺て.ここが288%を占めている｡それ
ぞれその後背地からの鵜外出荷物がここから移出され.またそこへの県外人荷物がここか
ら送られていくことを示しているであろう｡その似 合.岡山TTlは旭川の河EH=佳記し.西
大寺は吉井川の河口に位牡するが.それぞれ沿岸地域の物産県外移出入はこの岡山TrTや蕗大
手を鵜敵地として行なわれたであろう｡このことは研3位の玉血も同様で.高IR川の河口
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第5表　主要移出入地の推移
il月治23年 明治28年 明治32年 明治37年 明治42年 大正3年 大正8年
地　　名 比率 地　　名 比率 地　　名 比率 地1名 比率 地　名 比率 地　　名 比率 地　　名 比率
1 岡　山　市 29．9岡山開場 43．0岡　山　市 27．8岡　山　市 52．0岡　山　市 21．8笠　岡　駅20．7i笠岡港1．4）岡　山　市 25．3
2 西大寺村 28．8
　　港玉島　　駅
12．7玉　島　港 16．6山畠港　唱 6．9玉　島駅 12．0岡　山　市 18．2玉島駅 13．0
3 玉島　村 9．4倉　敷　駅 10．0笠岡　駅 9．4倉敷駅 6．8倉　敷　駅 10．7玉島港 8ユ 倉　敷　駅 10．3
4 笠　岡　村 8．0西大寺港 6．6倉　敷駅 7．5笠　岡　駅 6．0玉　島　港 9．2倉　敷　駅 5．4宇野港 5．4
5 倉敷村 6．5和　気駅 6．1津山町 3．0高梁町 4．4津　山　駅 6．9玉　島駅 5．4笠　岡　駅　4．3i笠岡港0．67＞
6 阿賀崎村 4．7笠岡羅 5．1寄　島港2．8笠岡　港 3．9津　山　町 5．4津山　駅 4．8田ノロ港 3．7
7 牛　窓　村 1．5牛　窓　港 4．2田ノロ港 2．4日　比　港 2．8笠　岡　駅　4．9i笠岡港O．13＞彦崎騨 4．7津　山　駅 3．5
8 下津井村 1．5鴨　方　駅 3．7西大寺町 1．9牛窓港 2．6西大寺町　3．8i西大寺駅0．71）津山町 3．1津　山町 3．3
9 日　比　村 1．4庭瀬駅 2．8玉　島　駅 L8西大寺港 2．4小　串　港　　　、1 3．4．西大寺町　3．0i西大寺駅0．91）西大寺町　2．2i西大寺港0．63）
10 片　上　村 L3瀬　戸駅 2．5鴨　方　駅 L5井原町 L4牛　窓　港 2．9宇野港　2．3i宇野駅LD玉島港　1．9
註1＞第1表と同一書より作成．
　2）（）内は同一一地におけるもので，10位以下のもの
に位置する玉島はその沿岸地域の物産の集散地となっていたであろう。特に西大寺は県北
美作地方の物産の県外移出入の中継地となっていることによってきわめてたかいウェイト
を占めているのであろう。第3位の玉島はこれに阿賀崎を加えるとかなりたかくなる。こ
のほかでは笠岡，倉敷がそれらにつぐ集散地であり，ついで瀬戸内海に面する下津井，日
比等の児島地方の諸地，それに備前東部の牛窓，片上が上位にある。これら上位10ヵ所で
全移出入額の93．1％を占めていて，上位への集中の度合が大きい。このような山陽線開通
前の状況であるが，その後，鉄道敷設の進行等により主要移出入地は変化していく。明治
28年には，明治23年の上位の岡山，西大寺，玉島，笠岡，倉・敷のうちの西大寺のほかには山
陽線の1駅が設置され，それが移出入を取扱うようになる。そして児島の港にかわって和
気，鴨方，庭瀬，瀬戸等の正応が上位にあらわれ，港にのみよるものとしては西大寺港，
牛窓港のみとなっている。このようにこの聞の山陽線の開通によって山陽線各駅が主要出
入露地となる。山陽線敷設の影響は明瞭であろう。上位10ヵ所への集中も96．7％とたかま
っているのである。明治32年にはこの上位10ヵ所への集中は74．2％へとかなりの減少をみ
せる。最大の岡山も27．8％にとどまっている。この間に玉島，笠岡のウェイトがたかまり，
また寄島港，田ノロ港等の港が再び上位にでてくる。この2港の上昇はこの頃の備中から
備前にかけての産業の展開の反映を示すものであろうか。この年には西大寺はわずか1．9％
へと大きく減少している。かっては最大ともいえる集散地であったがその減少ぶりは著し
い。この西大寺の減少がみられるとともに，かつてはここを中継地としていた美作地方の
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（％）
大正13年 昭和4年 昭和9年
地　名 比率 地　名　比率 地　名　比率
岡　山　駅 22．8宇野港23．6i宇野駅0．94＞宇　野　港2G．9i字野駅0．69）
宇　野　港 15．1岡　山　駅　7．8i岡ロ川岸2．4＞岡　山　駅15．4
宇野　駅 11．9玉甜港 8．1玉　島　港　9，9i玉島駅1．0）
倉　敷　駅 7．1笠　岡　駅 3．4岡　山　港　7。4
玉　島港 4．8倉　敷駅 3．3笠　岡　港　5．3i笠岡駅1．9）
玉　島　駅 3．4片　上　港 2．5倉敷川岸 5．2
笠　岡　駅　3．1
i笠岡港0．75＞笠　岡　港 2．4片　上　港 3．0
味野　港 2．4玉　島駅 2．1田ノロ港 2．3
岡山川岸 2．2茶屋町駅 2．0下　村　港 2．2
田ノロ港 2．o昧　野　港 1．5倉　敷　駅 2．1
物産は津山から移出され，また県外物産も移
入されるようになっているであろう。津山町
の3．0％がそれを示す。明治31年の中国鉄道
の敷設の影響であろう。以後の主要集散地は
ひきつづく鉄道敷設の影響をうけて大きくか
わっていく。明治43年宇野線が開設すると，
彦崎駅のごとき宇野線の駅と，宇野港が上位
にあらわれてきて，これと対照的に牛窓港や
西大寺のウェイトが低下してくる。また大正
3年には笠岡駅が最上位となるが，大正2年
には井笠鉄道笠岡・井原間が開通しており，
このような後背地における展開が反映されて
いるものと思われる。大正3年に2．3％という
ウェイトではじめて上位にあらわれた宇野港
は大正8年には5．4％，13年には15．1％となり，さらに昭和4年には23．6％となっていて同
年の岡山駅の7．8％を大きくうわまわって首位となり，県下最大の県外物産集散地となる。
この宇野港の上昇と対照的に西大寺は大正8年を最後として，大正13年にはこの上位10ヵ
所を示す表から消えている。その地位の低下は顕著である。また岡山もそのウェイトを低
めている。玉島，笠岡，倉敷等がその後も宇野港や岡山とともに主要集散地となっている
が，昭和4年には片上港が上位にあらわれていて，同地方の産業展開を反映しているので
ある。以上のごとき推移をみせるのであるが，先の第4表の郡市別状況の推移はこのよう
な主要集散地の変化を軸にしたものであったのである。
4　大正3年物産県外移出入状況
　以上，岡山県物産県外移出入状況の部門別，地域別推移をみてきたが，ここでは大正3
年度についてややくわしく検討していきたい。大正3年度を選定するのはつぎのような理
由によるのである。まず，これまでの拙稿であきらかにしてきたように，この岡山県の戦
前期の産業構成がこの時期にほぼかたちつくられるということ，そして，これに対応して
地域的編成がすすんだこと，このようなことが第一の理由である。つぎに物産県外移出入
の把握において，すでにみたように明治37年からこの大正3年までは最も多くの事項につ
いての把握を行なっているが，その年度にあたることである。第三に岡山県下における主
要な鉄道敷設が大きくすすんでいるが，すなわち，山陽線にひきつづく明治31年の中国鉄
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道，明治43年目宇野線，大正3年の井面鉄道の開通，大正3年の下津井鉄道が開通してい
るが，このような鉄道網の形成によって物産移出入が比較的に地元集散地からなされ得る
ようになり，したがってそれぞれの地域の物産構成をよりいっそう把握し得ることにある。
以上によって大正3年度を選び，その物産移出入状況を検討することにより．，本稿の課題
にこたえたい。
　まず，第6表はこの年の物産移出入の部門別状況を示すものである。この年は，移出
57，364，406円に対して，61，391，001円の移入があり，差引4，026，595円の移入超過となっ
ている。第1図にみたように移入超過となる年度は少ないが，その少1ない年度のひとつで
ある。これは後にみるように特に糸誤認麗日における移入の多いことによるのであるが，
ともかくも移入超過となっている。この年の部門別構成をみると，移出は，穀物及果実
野菜類（普通農産物）が最大で，これが26．7％を占め，ついで糸類二巴類が23。9％，織物
及同製品が10．0％，金属及同製品が9．1％，編物及其原料が4．8％で，以下，飲食物3．8％，肥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ料3．3％，水産物3．0％，油類及燃料1．1％となっている。多様なものからなる其他雑品は
14．5％を占めるが，洋紙・和紙2．6％，材木1．2％，煙草1．0％等がその主なものである。他
方の移入は，先にふれたように糸類及綿類が実に40．6％を占めていて，この大きさが著
しいとともに，他は，これにつぐ肥料が9．4％というようにその間のひらきは著しく大きい。
そのほかでは油類及燃料が8．2％，織物及同製品が6．5％，金属及同製品が5．0％，であっ
て，以下，水産物4．1％，飲食物3。5％，編物及原料0．32％となっている。多様な品目から
なる其他雑品は18．4％と大きいが，材木2．3％，和紙・洋紙1％であとは！％にみたない。
移出入収支をみると，穀物及果実野菜類，織物及同製品，編物及原料，金属及同製品が移
第6表　物産県外移出部門別構成 大正3年
部門別構成比
移　　出 移　　入 移出入合計 移出入収支
移出 移入
穀物及果実野菜類 　　　　　円P5，293，283　　　　円Q，373，934　　　　　円P7，667，217　　　　　　円{12，919，349　％Q6．7
　　％
R．9
水　　　産　　　物 1，700，562，539，290 4，239，852一　　838，7283．0 4ユ
飲　　　食　　物 2，165，065 2，174，2674β39，332一　　　9層，202 3．8 3．5
織物今一製品 5，713，740 3，960，2069，673，946＋1，753，53410．0 6．5
糸　類　及　綿　類 13β99，60824，911，70338，611，311 一11，212，09523．9 40．6
金属及同製品 5，203，849 3，090，312 8，294，161十 ，U3．5379ユ 5．0
編物及原料 2，757，002194，5842，95L586＋2，562，4184．8 0．32
油類及燃料 604，6935，057，857 5，662，550一4，453，1641．1 8．2
肥　　　　　　料 1，906，270 5，779，669 7，685，939一3，873．3993．3 9．4
其　他　製　　品 8，320，33411，309，179 19，629，513一2 988，84514．5 18．4
合　　　　　　計 57，364，40661，391，0011 8，755，407一4，026，595100．0100．0
ar　1）　『夫正6年岡山県統計書』より作成．
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出超過であって，他は移出の最大の糸田及綿類も移入超過となっている。
　以上のように，岡山県の物産県外移出入は普通農産物を最大として，ついで糸口及綿類，
織物及同製品，金属及同製品，編物及原料を主要移出部門とし，他方，糸類及綿類を最大
として肥料，油類及燃料を主要移入部門としている。以下，この部門別を主要品目別にみ
ることによって，この移出入状況の特徴をいっそう明確にしていきたい。
　第7表は，主要品・一別移出入，それに生産を加えた状況をみようとするものである。移
出の最大は米でこれが19．7％を占め，これにつぐのが綿糸の15．8％である。先ほどの善通
農産物と綿糸及綿類のたかさはこれらによっているのである。普通農産物ではこのほかに
麦が4．8％を占めるほか，果実も約1％である。他方，米は2．1％の移入があるが，普通農
産物は著しい移出型をなしている。綿糸及綿類では，移出は15．8％の綿糸と5．8％の生糸が
あるが，他方では移入の34．6％という抜群の大きさを占める繰綿があって，この部門は繰
綿を移入し綿糸を移出，繭を移入し生糸を移出，というかたちをとっている。織物及同製品
は綿布及同製品を移出，絹布及同製品を移入というかたちをとっている。移出の9．！％を占
めていた金属及同製品は7．7％の銅が中心であり，これが主要移出品となっている。移入
がほとんどなく完全な移出型となっている編物及原料は花莚と真田紐が中心であって，ま
さしく土産的な原料にもとつく土産的移出品となっている。このような移出型に対して肥料
と油類及燃料は移入型となっている。肥料についていえば3．9％の入造肥料，2．0％の腓粕
羽鮭，それに1．4％の大豆粕であり，人造肥料に3．0％の移出があるとはいえ，この部門は
移入型となっている。油類及燃料は石炭5、3％，石油2、3％，で，移出はほとんどなく移入
超過である。食料品では清酒，醤油が移出が移入をうわまわり，砂糖が移入が移出をうわ
まわるものとなっている。水産物では食塩の移出があり，この食塩は移出超過，生魚，塩
干魚は移入超過となっている。その他では和紙・洋紙が合計3．6％の移出があり，移入も
1．0％を占めるものの移出超過，材木は移出1．2％，移入2．3％を占め，移入超過となって
　　　　　　　　　　．
いる。
　以上が主要品目についての状況であるが，つぎのごとく要約できる。移出は米，麦の農
産物と綿糸，生糸，’綿布，銅，花莚，真田紐，和紙，洋紙，清酒，醤油等の工業製品であ
り，他方，移入品は繰綿，人造肥料・腓粕川鮭・大豆粕等の肥料，石炭・石油，それに材
木等の工業原料品，農業資材である。これらのほかでは絹布及同製品と砂糖であって，こ
れは消費品である。これまでの拙稿でみてきた岡山県の生産状況が反映されている。
　これらの品目の生産額をみると，第7表の生産額欄のようになる。この生産額とこれま
での移出入額とによって移出入依存度を．みる。最大の移出品であった米は移出依存度50．0
％，移入依存度5、6％であって，生産額の半分が移出されるというように，大きく移出に依
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第7表　主要品目別移出入・生産状況 大正3年
品目別構成比 移出入依存度移　　　出 移　　入 移出入収支
移出 移入
生　　　産
移　出 移　入
米　剛
　　　円11，304，G68 　　　円P，271，906　　　　円{1Q，032，762　％P9．7 　％Q．1 　　　円Q2，591，208　％T0．0 5落
麦 2，760，257 209，352＋　255，9054．8 0．34 6．131β60 45．0 3．4
果　　　　　実 551，988 268，546＋　283，4420．ρ6 0．44 795，343 69．4 33．8
生　　　　　魚 440，12！ 941，156一　501，0350．77 1．5 一 一 一
塩　　二F　魚 279，629 9681988一　689，3590．47 1．6 一 ｝ 一
食　　　　　塩 701，088 483，573＋　217，5151．2 0．79 1，166，939 60．041．4
清　　　　　酒 873，698 371，062＋　502，6361．5 0．60 5，282，756 16．5 7．0
醤　　　　　油 532，910 173β70十　359．5400．93 0．28 1，563」0娃34ユ 11．1
砂　　　　糖 23，300 1，137，22G一！，113，920O．04 1．9 117，322 19．9 969．3
絹布及同製品 1，439，265 2，227，717一　788、4522．5 3．6 46，0533，125．2 4，837．3
綿布及同製品 3，934，ユ53 1，420，852＋2，513，3016．9 2．5 6，827，177 57．6 20．8
生　　　　　糸 3，341，059i60，137貫） 　51，690i1．087貫） ＋3．289β69i＋59，050貫） 5．8 0．08 （47，302貫） （127．1） （2．3）
綿　　　　　糸 　9，081，464’i3，972，856貫）　2．005，042iユ，474，g16貫）＋7，076，422i＋2，497，940貫）15．8 3．3 （5，756，688貫）（69．0） （25．6）?
527，6621，23D，457一　702，7950．92 2．0 1．342β67 39．3 91．7
繰　　　　綿 310，73921，268，613一20，957，874O．5434．6 0 一 一
銅 4，439，108 790β62＋3，648，7467．7 L3 『 　 一　　｝
金属製器具機械 160，6061，144，562一　983，9560．28 0．19 113，726 141．21，006．4
花　　　　莚 1，438，ユ29 5，348 ＋1，432，7812．5 0．01 1，509，289 95．3 0．35
真　　田　　紐 799，840 130，072＋　669、6681．4 021 604，395132．3 21．5
石　　　　　油 106，5921，416，588一1，309，996O．19 2．3 0 一 一
石　　　　　炭 0 3，242，137一3、242，1370 5．3 『 一 一
緋粕　羽　腓 117，891 1，241，487一1，123，5960．21 2．0 一 一 一
大　　豆　　粕 14，478 830，927一　816，4490．03 1．4 一 一 一
人　造　肥　料 1，704，6492，368，037一　663，3883．0 3．9 1，060，848160．7 223．2
罫
和　　　　　紙 674，431 297，039＋　377，3921．2 0．48 340，848197．9 87．1
洋　　　　紙 816，502 297，665＋　518、8371．4 0．48 65LO87125．4 45．7
材　　　　木 703，0281，385，997一　682，969ユ．2 2．3 一 一 一
註1）第6表と同一書より作成．
　2）絹布三岡製品の生産額は絹織物と絹製品の合計，綿布及同製品生産額は綿織物と綿製品
　　　の合計，金属製器具機械の生産額は鉄鋼製器具機械の生産額である．
　3）生糸ならびに綿糸の（）内は生産数量である．生糸の生産数量は絹糸紡績と製糸の合計．
　4）一は不明
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存している。このように移出依存度が大きく，移入依存度の小さいものとしては，麦，生
糸，花莚，綿糸，真田紐，綿布及同製品がある。果実，食塩，醤油，麦は移出依存度がた
かいが，移入依存度もある程度たかい。他方，繰綿，石油は生産がないのですべてを移入
によっているのであるが，これについで移入依存度がたかく移出依存度の小さいものとし
ては砂糖をあげることができる。これも全面的に移入に依存していることになる。生産
の少ない絹布及同製品，金属及同製品，人造肥料等は移入依存度はたかいが，しかしわず
かな移出であっても移出依存度もまたたかくなっている。すなわち，米，綿糸は移出の最
大の部門であるが，移出依存度もこれまた大きく，移出依存型である。花莚，真田紐．はい
つそうの移出依存型であり，銅も同様であろう。他方，繰綿は量大の移入品であるが，こ
れはすべてを移入に依存している。石油もまた生産がなくすべて移入に依存しており，生
産額は不明であるが小さいであろう石炭もその移入依存度はきわめて大きいであろう。そ
れに肥料，金属製器具機械は移出依存度もたかいが，移入依存度はきわめてたかい。これ
ら移入依存度のたかいのはすべて工業生産・農業生産の生産資材等である。
　以上のごときこの岡山県の物産県外移出入部門別品目別状況は，これまでに検討してき
た岡山県の農工構成，工業内部の構成と対応しており，この時期の岡山県の産業構造を反
映したものとなっているのである。
　つぎにこの年の物産県外移出入の地域別状況をみよう。第8表は各物産の郡別構成を示
し，第9表は各郡の部門別構成を示す。まず移出入の郡別構成をみる。移出は岡山市が最大
で20。3％を占め，ついで小田郡，児島郡，浅口郡，都窪郡，久米郡，上道郡，苫田郡とな
る。移入では小田郡を最大とし，児島郡，岡山市，都窪郡が大きく，他は小さい。
　最大の移出部門であった普通農産物は久米郡が16．4％で最も大きく，ついで小田郡，苫
田郡，赤磐郡，岡山市，上道郡，吉備郡というように比較的各地に分散している。これに
対して糸類及綿類は岡山市の24．4％を筆頭に浅口郡21．9％，都窪郡19．4％，・j・田郡15。0％，
久米郡g．0％，というように，これらの地域に大きく集中している。織物及同製品も児島郡
に実に40．6％が集中し，ついで岡山市に24．4％，上道郡14．0％，後月郡7．6％となっていて，
集中は著しい。金属及同製品も児島郡に39．2％，岡山市に30．4％，浅口郡に18．6％が集中
し，上位1“への集中が著しい。編物及原料は都窪郡24．1％，吉備郡23．2％，浅口郡15．0％が
著じい。このほかでは飲食物は岡山市，浅口郡，児島郡，水産物は岡山市，児島郡，肥料
は児島郡，岡山市に著しく集中している。つぎに，この年の各郡の移出品構成をみると，
最大の岡山市の場合は各部門にわたっていて，比較的に全県的構成と類似した構成となっ
ているのに対して，第2位の小田郡は其他雑品が著しく大きく，第3位の児島郡は織物と
金属及同製品が著しく大きいなど，特定部門への集中の度合が大きい。同様に，浅口郡は
一55一
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第8表　物産県外移出入郡別構成 大正3年（％）
移　　　　　　　　　　　出 移　　　　　　　　　　　入
普　通
_産物水産物 飲食物
織　物
y製品
糸　類
y繰綿
金属及
ｯ製品
編　物
y原料
油　類
y燃料肥　料
其　他
ｻ　品合　計
普　通
_産物水産物 飲食物
織　物
y製品
糸　類
y繰綿
金属及
ｯ製品
編　物
y原料
油　類
y燃料肥　料
其　他
ｻ　品合　計
岡山 U．8 34．3 15．3 21．1 24．430．4 6．9 28．2 34．2 18．7 2G．3 42．318．9 40．6 53．9 4．9 25．1 18．423．2 8．8 15．4 16．2
御津 1．6 0．0 0．69 一 一 一 4．2 0．40 0．13ユ．0 0．8 6．2 0．53 0．11 0．20 一 0．0 4．4 2．8 1．2 1．1
赤磐 12．0 一 1．7 一 0．0 一 0．26 7．9 2．5 0．02 3．4 0．03 0．06 0．08 ⑪．51 0．0 一 一 0．44 0．30 0．02 O．07
和気 2．4 1．3 3．2 一 　 一 0．29 1．7 0．1110．8 2．4 14．1 5．9 4．0 0．23．O．05 一 ｛ 8．4 0．73 0．391．8
邑久 2．2 2．6 2．3 0．09 一 一 一 一 一 一 0．73 0．40．19 0．32 0．18 0．020．69 一 1．6 0．72 2．3 0．72
上道 8．7 一 2．5 ユ4．0 0．03 3．7 0．41 0．12 0．04 3．0 4．7 1．6 5．6 1．9 6．91．7 3．4 一 4．4 12．6 3．0 3．8
児島 2．9 32ユ 15．0 40．6 3．3 39．2 11．5 0．ユ9 49．9 7．5 14．0 15．63．2 6．2 10．7 23．540．2 45．912．7 12．2 11．3 17．6
都窪 5．2 2．2 1ユ 11．1 19．4 0．0424．1 0．05 一 0．08 8．4 0．8911．0 8．2 3．8 6．313．6 13．50．22 4．3 0．87 4．9
こ口 0．44 14．0 15．62．1 21．9 18．615．0 25．O 14．5 1．8 11．1 5．9 19．9 9．9 1．4 1L7L9 12．7 15．9 32．9 32．3 17．3
小田 13．1 13．111．0 3．0 15．0 G．112．4 一 一 44．0 14．7 4．9 18．59．0 4．1 48．5 9．2 2．2 19．9 5．．4 29．2 29．2
後月 0．21 0．25 4．8 7．6 0．．84 0．06 0．21 0．08 一 O．51 1．3 0．31 0．25 1．7 1．5 1ユ 0．49 0．320．63 0．02 0．46 0．80
吉備 6．0 　 4ユ ｝ 0．17 7．3 23．2 3．9 一 0．04 3．6 0ユ7 0．27 1．7 0．48 ｝ 0．05 一 0．50 4．8 0．09 0．62
上房 0．18 一 0．05 一 0．0 0．06 1．9 3．2 『 1．6 0．41 0．02 0．54 0．66 0．64一 1．3 0．57 0．75 1．6 1．3 0．61
川上 0．03 一 0．01 一 一 一 0．11 0．74 一 0．01 0．02 0．04 0．90 0．10 0．270．01 0．01一 0．05 0．02 O．03 0．08
阿哲 一 一 一 『 0．0
臨　　＿
0．02 0．33一 一 0．02 一 3．0 0．45 0．59 0．01 0．19一 0．07 一 0．03 0．20
真庭 0．09 一 0．58 一 0．35 一 一 1．4 一 1．2
????
0．10 1．7 0．73 1．6 0．03 0．33 0．430．89 0．09 0．21 0．35
苫田 12．0 一 0．43 0．40 2．3 0．12 0．0122．5 　 3．6 4．6 0．51 6．2 2．4 9．8 0．40 0．96皿 3．2 0．91 0．07 L7
勝田 0．28 『 0．67 ㎜ 一 一 一 一 『 一 0．10 一 ｛ 一 0．07 一 一
＿　　L
一 0．08 一 0．01
英田 0．49 一 1．3 一 3．2 一 一 0．55 一 0．07 0．96 0．06 0．4385 0．80 1．6 0．36 一 0230．11 0．24 0．83
久米 16．4 0．26 9．7 0．05 9．1 0．35 9．4 3．5 一 6．0 8．3 6．7 2．811．0 2．3 0．23 1．9 6．0 3．0 5．30．94 2．0
全県 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．01 0．0 1 0．0ユGO．0lGO．0 100．0 100．0 100．0ユ00． 1 0．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．010 ．0
註1）第6表と同一書より作成．
??
???
第9表　郡別の物産移出入部門別構成 大正3年
移　　　　　　　　　　　出 移　　　　　　　　　　　　入
普　通
_産物水産物 飲食物
織町物
諮ｻ品
糸　類
?ﾈ類
金属及
ｯ製品
編及原料物油類@及燃料肥　料 其他ｻ　品 合　　計
普　通
_産物水産物 飲食物
織及製品物糸　類
@駄目類
金属及
ｯ製品編物y原料油類y燃料肥料
其　他
ｻ品 合　　計
略　山 　％P5．5
　％
T．0
　％
S．8
　％
P0．4
　％
Q8．7
　％
P3．6
　％
P．6
　％
P．5
　％
T．6
　％
P3．4
　％　　　　　円
P00，0（1し631，716）
　％
撃潤D1
　％
S．8
　％
W．9
　％QL5　％P2．2
　％
V．8
　％
O．36
　％
窒P．8
　％
T．2
　％
P7．5
　％　　　　　円
P0G．0（9，947，185）
御　津 52．4 O．0 3．3 一 一 一 25．4 0．53 一 18．5 100．0｛　459，936）21．2 L9 O．35 1．2 一 0．0 一 32．O
?．???
20．3 100．0（『U94，523）
赤　磐 952 ｝ L9 一 0．04 一 G．36 2．5 『 o．07100．0（1．935，757）L5 3．3 4．G 44．o o．45『 　 4．G 38．0 4．7 100，G（　45，姐）
和　気 26．4 1．6 5．0 ｝ 一 　 0．58 0．04 一 65．7 100，0（1．374．162）30．4 13．7 7．8 0．81 1．1 　 一 38．5 3．8 3．9 100．0（1，105，664）
邑　久 77．2 10．1ユ．4 1．3 ｝ 一 ｝ 一 一 一 100．0（　421，598）2．2 1．1 1．6 1．6 1．1 4．8 一 ．18．2 9．4 60．1 100、O（嘱OJ43）
上　道 50．0 一 2．0 30．0 0．17 7．2 0．42 0．031．0 9．4玉00．O（2．674．093｝1．6 6．2 0．18 11．81 ．8 4．5 ｝ 9．5 31．4 14．5 100．0（2，322、077）
児　島 5．6 6．8 4．1 28．9 5．6 25．5 4．G 0．OlG．53 7．8 lGO，0（S．022．60①3．4 G．76 1．3 3．954．G 1L5Q．83 6．G6．5 11．8 100．0（10β21，肥〉
都　窪 16．6 0．79 0．5D13．2 55．0 0．〔陞 13．8 0．0 　 0ユ31GO．0（4．822，畏3）0．70 9．3 6．0 5．051．9 14．0 0．88 0．37 8．33 ｝OO．0（3．003β65＞
浅　［コ 10．7 3．8 5．3 L924．7 15．3 6．5 2．4 4．423．9100．O（6β48．954）1．3 4．8 2．0 0．5327．4 0．55 G．237．5 2L334．3 100．O（10，640，148）
小　田 23．8 2．7 2．8 2．G 24．4 0．070．77 一 一 43．5 lOO．0（8，410，ユ41）0．65 2．6 L里 0．9267．4 L6 0．02 5．6 L818．4 100．G（17，940，643）
後　月 4．3 0．5614．0 5＆6 　　」P5．5 0．40．79 0．07 一 5．8 100．0（　742，063｝L5 1．3 7．4 夏2．3 57．2 3ユ 0．13 6．4 Q．281Q．5 10Q．0（　492．鋸6）
吉　備 44．3 『 4．3 も＿ 1．1 18230．8 1．1 　 0．14100．0（2．080，435）1．1 1．8 9．5 5．0 　 0．39 『 6．7 73．0 2．6 IOO．0（380，907）
上　房 11．6 一 O．42 一 O．37 1．3 22．6 8．1 一 55．7 lOO．G〔　237．215）0．13 3．7 3．9 6．8 一 10．8 0．29 10．224．5 39．8100．0（374，907）
川　上 32．2 　 2．0 一 一 一 25．6 36．5 　 3．7 100．0（　12．330）2．0 48．6 4．6 22．3 7．1’ 0．89 一 5．2 2．9 6．5100．0（　47，280）
阿　哲 ｝ 一 一 一 80．6 一 4．3 15．2 一 一 100．O（　13、／69）一 61．Q 7．9 18．7 2．1 4．8 一 3ユ 皿 2．4 1QQ．Q（124，Q25）
真　庭 7．7 一 7．0 一 26．6 ｝ 一 14．8 一 54．G100．O（　179，734）1」 20．0 7．4 28．7 3．4 ，4．7 0．392L1 2．4 10．9 1GO．O（214，482）
苫　田 69．9 一 0．36 0．8811．9 0．23 O．02 5．2 一 11．5 100、0〔2，615．004）1．2 15．3 5．0 37．7 9．8 2．9 　 ！5，7 5．1 7．3 100．0（1，026，850）
勝　田 74．5 一 25．5 一 一 一 ｝ 一 一 ?、 100．0（　57．035）一 一 一 37．4 一 　 一 一 62．6 一 100．0（　7，078）
英　田 13．7 一 5．1 　 79．6 一 一 　 一 一 10Q．Q（　550，惣）O．31 2．2 3．6 6．2 78．8 2．2 一 2β 1．3 5．2 10G，0（51G溜9）
久　米 52．5 0．094．4 0．0626．2 0．38 5．42 0．44『 10．5 100，0（4．765．997）12．8 5．7 19．1 7．3 4．5
???
0，93．12．1 24．3 8．5100．0（1，252，609）
全　県 26．7 3．O 3．8 10．0 23．9 9．1 4．8 1．1 3．3 14．5 100．0（57，364，406）3．9 4．1 3．5 6．640．6 5．G 0．32 ．8．2 9．4 18．4 1GO．0（61，391，001）
註1）第6表と同一書より作成．
﹇」?????????????
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糸口及綿類，其他雑品，金属及同製品のウェイトがたかく，都窪郡は糸類及綿類のウェイトが
圧倒的でほかに編物及原料が大きい。このほかでは和気郡が其他四品が65．7％を占めて，
これへの集中が著しいほかは普通農産物のウェイトがたかく，加えて上道郡の場合は織物
日南製品が30．0％を占めている。備中諸口では，吉備郡は普通農産物のほかに編物及
原料，後月郡は織物及同製品，移出の小さい上房郡，川上郡，阿哲郡は，編物及原料のほか，上
房郡の油類及燃料，阿哲郡の糸類口綿類への集中がみられる。美作諸郡では，移出がある
程度みられる久米郡と苫田郡はいずれも普通農産物のウェイトがたかいほか，久米郡の糸
類及綿類のウェイトがたかくなっている。美作のそのほかの諸郡は移出が小さいが，その
なかでも真庭郡は其他雑品が，英田郡は糸類及綿類への集中がみられる。
　以上によって，岡山市は最大の移出地であるが，ここは比較的多様な物産の移出があり，
それぞれの全県でのウェイトがたかいが，これに対して移出の大きい児島郡，小田郡，都
窪郡，久米郡などはかなり特定部門に集中し，それぞれの物産の主要移出地となっている。
小田郡は糸類血綿類，其他雑品への集中が著しく全県でのそれぞれのウェイトがたかい。
児島郡は織物及同製品，金属置戸製品のウェイトがたかいが，その全県における主要な移
出地となっている。そのほか．では水産物の全県での最大の移出地となっている。浅口郡は
糸類及綿類のウェイトがたかいが，全県の主要移出地である。都窪郡は糸唱曲綿類への集
中がきわめて著しく，また編物及原料への集中がみられたが，それぞれの全県的にみた主
要移出地となっている。以上の諸山の糸目及油類は綿糸であり，また編物及原料は主とし
て花莚または真田紐であるが，これら諸郡がそれぞれの物産の主要産地であることはこれ
までの拙稿においてあきらかにしてきたところである。児島郡が金属及同製品の最大の移
出地であり，またそれが児島郡での移出品中の大きなウェイトを占めているが，この児島
郡が銅の産地であったこと，これまたこれまでにみてきたところである。以上の諸郡につ
ぐ久米郡は普通農産物のウェイトがたかいが，津山地方の農産物の移出の中心地となって
いるのである。以上は主要な諸地方のみについてみただけであるが，このようにそれぞれ
の地方の移出状況は，これまでの拙稿でみてきた各地の生産状況を反映しているのである。
　つぎに移入状況について簡単にみていこう。まず，郡山にみると小田郡が最大で29．2％
を占め，ついで児島郡工7．6％，浅口郡17．3％であり；岡山市はそれにつぐ16．2％である。
小田郡，児島郡，浅口郡の3郡への集中が著しい。いずれも大きな移入超過となっている。
小田郡は糸類白雨類への集中がきわめて著しく，県下最大の糸面及綿類の移入地である。
またここは岡山市につぐ県下の主要な油類及燃料の移入地である。児島郡は同じく糸類山
型類への集中が著しく，また全県下で小田郡につぐ第2のその移入地である。ここはまた
肥料の移入も大きい。金属及同製品も大きく，県下最大の移入地である。浅口郡は其他雑
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品，四四口綿類，肥料のウェイトがたかいが，またいずれも県下のそれぞれの主要な移入
地となっている。これらの地域は児島郡，都窪郡とそれに接続する工業の展開した地域であ
り，また主要農業地帯であったが，この移入状況はそれに対応したものであるといえる。
ここでの糸類及綿類は綿紡績業の原料となる繰綿であり，油類及燃料は工場用等の石炭・
石油であり，いずれもこの地方での工業あ発展にともなうものである。肥料はこの主要農
業地帯における農業の発展に対応するものであることはいうまでもない。岡山市も工業の
展開がみられたが，ここは最大の消費都市であり，移入は多様な消費物資がみられるので
あって，上述の諸郡とはあきらかに異なっている。
　以上，物産県外移出入地域別状況をみてきたが，最後に主要移出入日別の状況を検討し
よう。第10表はこの年の上位10ヵ所についてのものである。この年の最大の移出地は笠岡
駅で，これに笠岡港（1．4％）を加えると笠岡は県下の4分の1近い移出入があったことに
なり，これが小田郡のたかさをもたらしているのである。ここは移出は糸類及綿類が25．3
％，普通農産物が24、4％で両者で半分を占める。糸類及綿類は綿糸15．3％で大きいが，生
糸も9．6％あり，笠岡での綿糸や備中西部の生糸がここに集まり県外に移出されるのであ
る。移入は凸凹口綿類が実に72．3％を占めている。そのほとんどは繰綿である。このよう
にこの最大の笠岡は移出・移入のいずれにおいても特定品目への集中が著しい。これに対
して第2位の岡山市の場合は大きく異なる。移出の最大は比類及一類が28．7％で大きいが，
善通農産物，金属製品も大きく，しかも他の部門もひろくみられる。他方移入の最大は織
物及同製品であるがこれは21．6％であり，糸類及綿類，油類及燃料，善通農産物も10％以
上であり，多様な移入品がある。工業の展開も著しいが最大の消費都市であることを反映
している。ここにあげた主要集散地はここにみたような二つのタイプ，すなわち特定部門
に集中しているものと，多くの部門にわたるものとにわけられるであろう。前者の著例は
彦崎駅であろう。移出は95．1％が織物及同製品，移入は実に97．6％が糸口及綿類である。
前者は綿布及同製品が中心で絹布及同製品が加わり，後者は繰綿が圧倒的でこれに綿糸が
加わる。児島地方の織物業の展開を反映したものである。玉島駅が同様の傾向を著しくも
つ。移出の88．1％が糸類及綿類であり，他方移出の実に95．8％が同じく糸類及綿類である。
前者の中心は綿糸で，それは88．1％であり，後者の中心は繰綿でこれだけで98．5％に達し
ている。いうまでもなくこの地方における綿糸紡績業の発展を如実に反映しているのであ
る。以下，各地について簡単にみていく。玉島港は移出の最大は44．5％の金属及同製品，
移入のそれは29，1％の肥料であるが，特定部門への集中度は比較的小さい。倉敷駅は移出
は糸類及綿類が69．7％，普通農産物が17．0％，編物及原料が10．4％であり，これらが主要
な移出部門である。移入は52，7％の糸類及綿類が大きく，ついで金属及同製品，水産物，肥
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第／0表　主要移出入地の移出入部門別構成
笠　岡　駅 岡　山　市 玉　島港 倉　敷　駅 玉　島　駅 津　山　駅 彦　崎駅
移出 移入 移出 移入 移出 移入 移出 移入 移出 移出 移出 移入 移出 移ヌ
善通農産物 24．4 O．6315．5 10．1 工6．3 1．4 17．O 0．78 5．0 0 69．9 1．2 3．1 0
水　　産　　物 2．4 2．3 5．0 4．8 8．0 6．2 1．0 10．5 0．G7 O．31 0 15．3 0 Q．Ol
飲　　食　　物 1．4 0．70 4．7 8．9 5．9 2．6 0．50 6．6 0．51 0．49 0．36 5．0 0 0
織物及同製品 0．81 0．9010．4 21．6 0．27 0．12 1．4 1．3 3．3 0．18 0．8837．7 95．1 0．79
糸類四川類 25．3 73．2 28．7 ユ2．2 0 L3 69．6 52．7 88．195．8 1．2 9．8 0．2197．6
金属及同製品 0 L2 13．6 7．8 44．5 O．78 0．04 16．50．03 0 0．2329．2 0．49 1．2
編物及原料 0．54 0．03 1．6 0．26 0．66 6．14 10．4 LO L4 0 0．02 0 1．G 0
油類及燃料 0 0．13 1．5 11．8 7．0 9．7 0．OI 0 0 1．8 5．29 15．7 0 0
肥　　　　　料 0 1．9 5．6 5．1 12．7 29．1 0 7．4 0 1．4 0 5．圭 0 0
其　他　雑　品 42．3 18．9 13．4 17．54．7 48．6 0．17 3．3 1．5 0 11．5 7．3 0ユ5 0．16
合　　　　　計 正00．0 100．d100．0 100．0 100．010G．0lOO．0100．0100．0 100．0 100．0 100．0100．01 0．0
註1）第6表と同一書より作成．
料となる。この地方における綿糸紡績業の発展，花陰製造業の展開，農業生産の発展を反
映しているといえよう。津山駅，津山町であるが，両者ともに移出の大半は普通農産物
である。前者の場合はそれのみで69．9％であって，同地方の農産物の移出地となっている
が，後者には糸類及綿類が26．0％あるほか，其他雑品が10．7％あって，同地方の製糸業や諸
製造業の展開を反映している。移入はこれらの地方における生産，消費を行なっていくう
えでのものがなされている。かつての最も主要な物産集散地であった西大寺は農産物の移
出中の，肥料の移入中の大きさにみられるように同地方の農業生産の展開を反映するととも
に，綿業関係品の移出入が多く，同地方における綿工業の発展を反映している。この時期以
後に急速にその地位を上昇せしめる宇野港は，この段階では移出の中心は織物及同製品，
糸類及綿類，移入の中心は糸類似綿類であって，岡山県下における綿紡績業，綿織物業の
発展を反映する構成となっている。移入における15．3％を占apる油類及燃料はそのほとん
どが石炭と石油であって，これまた近代工業の発展にかかわるものである。宇野港の場合
は近代工業の発展と対応する移出入構成をみせているといえるのである。以上のごとくに
これら主要移出入地の状況はそれぞれの地方における産業の発展の状況に対応し，それを
反映するものとなっているのである。
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大正3年（％）
津　山町 西大寺町 宇　野　港
移出 移入 移出 移入 移出 移入
52．4 13．8 40．82．O Q．5G 5．1
0 4．6 0 5．6 0．22 1．8
4．4 20．6 0．642．2 0 5．7
0．06 4．7 42．8 16．5 29．3 8．0
26．O 4．9 o 26．4 25．4 42．1
0394．9 1．4 4．0 9．8 2．7
5．6 1．0 0．36 0 0．26 5．5
0．4312．3 0．01 8．9 0 15．3
o 24．3 L520．7 o．19 C．56
10．7 8．9 12．713．9 34．3 13．3
100．0100．0 100．0 100．O 100．0 100．0
註
（1）本誌第12巻第1号，第2号，第4号，第13巻第1号の拙稿がそれである。
②　西村はつ「解説『府県統計書』」，『近代日本商品流通史資料第3巻　府県統計書1』
　（1979年　日本経済評論社）所収　参照。
（3＞　『日本経済統計集』1965年　254～257ページの主要商品卸売価格（東京）によって算
　出。
（4｝以下，鉄道の開通状況については鉄道省『鉄道停車場ヅ覧』（昭和2年版）鉄道教育
　会　によった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1981年5月31日）
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